
拠点としての庁舎
災害時には、ただみリビングに災害対策本部を
設置し、ブナひろばを炊き出しスペース・復興
バザール会場などに利用します。また、アクシ
デントで１階のまち役場スペースや分庁舎が使
えなくなった場合は、2 階のただみリビングに
役場機能を移動します。ほぼ同じフットプリン
トを持ったワンルームの空間を２つ持つこと
で、様々な運営の可能性が生み出せます。
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変化に対応するフレキシブルな庁舎

町役場休館日 庁舎機能再編時明快なゾーニング
まち役場と分庁舎が並び、
町民のためのブナひろば・
ただみリビングや議会ゾー
ンとアプローチ・サービス
動線が交差しない計画です。

ブナひろばとただみリビン
グを開放し、観光・町民活
動を支援します。ブナのに
わ（駐車スペース）からの
動線を確保することも可能
です。

分庁舎建て替え時には、町役場の
増床で対応するパターン、ただみ
リビングの一部を利用するパター
ン、ブナの庭に仮設を建て、同位
地に増築を行うパターンなど、い
くつかの選択肢が考えられます。
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地盤が良好なため、免震ではなく対費用効果の高い
制振構造による防災上堅牢なシステムを検討します。
まち役場は既存別棟と屋内駐車場棟側に耐震要素を
固め、ブナひろばは議場の周りに耐震要素を固め、
細い柱によって垂直荷重を受ける繊細で効率の良い
構造となっています。構造部材が温かみのある仕上
げも兼ねるように木造の耐震要素を検討しています。

繊細で効率の良い構造計画

ブナのにわと連結するまち役場 まち役場とつながるブナひろばとただみリビング

ただみリビングから要害山を見る
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議場 オープンな議場
多目的な利用が可能

利用状況に合わせて
様々な使い方が可能な
フレキシブルなプラン

屋内車庫
9台

駐車場　46台
台数は調整可能です。
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既存分棟

2F PLAN 1:1000

中2F PLAN 1:1000

1F PLAN 1:1000

既存分棟

既存分棟

コン
ピュータ

1F まち役場機能 720m2
 議会機能 270m2
 雪室 180m2
 屋内駐車場 270m2
 床面積 1440m2

 延床面積 3350m2

 駐車場・雪室を除いた
 床面積 2900m2

中2F まち役場機能 120m2
 議会機能 120m2
 機械室 270m2
 床面積 510m2

2F リビング 1000 m2
 議会機能 400m2
 床面積 1400m2

□建築概要

 建築面積 3190 m2
 最高高さ 12.250m
 規模 地上３階
 構造 鉄骨造
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敷地の気象条件とイニシャルコスト、ランニングコスト
に配慮し、蓄雪屋根とします。軒先のみ融雪ヒーターを
設置し、安全面に配慮した計画とします。

LED調光制御システムを採用し、自然採光と合
わせた、ロスの少ない照明の運用をします。

吹抜を生かした煙突
効果による効率の良い
換気システムとします。木製ルーバーによって日射を調整し、ナイトパー

ジなどの自然換気によって、エネルギーに依存し
ない、快適で効率の良い空調計画とします。

半透明縦型のパネルスクリーンで、「ブナひろば」の快
適性を確保します。

ボリュームのズレ
による自然採光

ブナひろばブナのにわ 身障者用
駐車スペース

点線は冬期積雪高さのイメージ

点線は冬期積雪高さのイメージ

断面図 1:300

まち役場

行政執務スペースは大スパン
空間とし、フリーアクセスフロ
アを採用することで、将来のレ
イアウト変更に対応します。

太陽光発電を使用した照明に
よって自立した外構照明が可
能なシステムを検討します。

ランダムな太さの柱がブナの林のような空間をつくり
だします。ブナひろばに開かれた議場は空間を支える
耐震要素となっています。

緑化断熱

緑化断熱

躯体蓄熱輻射空調システムによる快適な温熱環境と
します。暖房はバイオマスエネルギーとして間伐材を
用いた、木質系ペレット及び木質チップを燃料とし、冷
房は井水や雪の溶解水の活用を検討します。

バイオマス燃料の備蓄や、電気自動車
の利用を考慮した蓄電池の設置によっ
て、災害時に利用できるエネルギーを
常時維持することを検討します。

積雪地域の特性を生かし、雪冷房を採用します。雪を
夏季まで保存し冷房熱源として利用し、環境負荷の少
ないシステムとします。また融解水は雨水と合わせた
中水としての活用を考えています。ただみリビング


